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■

�

平
成
１
９
年
度
事
業
計
画
案
ま
と
ま
る

　

本
会
は
、
３
月
22
日
千
葉
市
内
で
開

催
さ
れ
た
平
成
18
年
度
第
３
回
理
事
会

に
お
い
て
、
今
月
25
日
に
開
催
さ
れ
る

通
常
総
会
に
上
程
さ
れ
る
議
案
の
収
支

予
算
の
原
案
が
決
定
さ
れ
た
。以
下
は
、

そ
の
骨
子
。

基
本
方
針

　

日
本
経
済
は
、
大
企
業
を
中
心
に
景

気
回
復
過
程
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る

も
の
の
、
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
未

だ
景
気
回
復
を
実
感
す
る
に
は
ほ
ど
遠

い
状
況
に
あ
る
。

　

中
小
企
業
連
携
組
織
に
対
す
る
施
策

は
、
都
道
府
県
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
お

り
、
地
域
間
格
差
が
発
生
し
全
国
統
一

的
な
支
援
策
の
展
開
が
困
難
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

中
小
企
業
連
携
組
織
は
、
中
小
企
業

の
経
営
合
理
化
・
高
度
化
、
取
引
条
件

の
改
善
、
資
金
調
達
の
円
滑
化
、
経
営

革
新
、
人
材
養
成
、
研
究
開
発
等
に
大

き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
中
小

企
業
政
策
の
受
け
皿
と
し
て
も
機
能
し

て
き
た
。
今
後
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら

の
役
割
・
機
能
は
重
要
で
あ
り
、
地
域

経
済
と
中
小
企
業
が
お
か
れ
て
い
る
閉

塞
的
な
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
、
そ

の
本
領
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

本
会
は
、
中
小
企
業
と
中
小
企
業
連

携
組
織
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
か
つ
真
摯
に

受
け
止
め
、
中
小
企
業
連
携
組
織
の
更

な
る
飛
躍
と
発
展
の
た
め
、「
中
央
会

活
動
指
針
・
行
動
計
画
」
を
独
自
に
策

定
し
、
積
極
的
な
事
業
活
動
を
展
開
す

る
こ
と
と
す
る
。

Ⅰ ・ 

既
存
の
中
小
企
業
組
合
の
支
援
強
化

⒈　

中
小
企
業
組
合
に
対
す
る
経
営
環

境
に
対
応
し
た
支
援

　

巡
回
指
導
等
を
通
じ
て
、
新
た
な
事

業
展
開
等
の
提
案
、支
援
、指
導
を
行
っ

て
い
く
。

⒉　

改
正
組
合
法
等
の
周
知
と
中
小
企

業
組
合
支
援

　

改
正
組
合
法
等
の
周
知
と
、
運
営
面

に
お
け
る
支
援
、
指
導
を
迅
速
か
つ
徹

底
し
て
行
う
。

Ⅱ ・ 

新
た
な
組
織
化
の
推
進

⒈　

新
規
組
合
の
設
立
促
進

　

新
た
な
組
織
化
の
発
掘
・
育
成
を
積

極
的
に
行
う
。

⒉　

新
連
携
等
新
た
な
組
織
化
の
促
進

「
新
連
携
」
の
連
携
体
の
構
築
支
援
等

積
極
的
に
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

Ⅲ ・ 

地
域
中
小
企
業
の
経
営
基
盤
強
化

⒈　

地
域
資
源
活
用
、
も
の
づ
く
り
へ

の
支
援

　
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
」

に
基
づ
く
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
活
用
し
つ
つ
、
地
域

に
あ
る
優
れ
た
地
域
資
源
（
産
地
の
技

術
、
地
域
の
農
林
水
産
品
、
観
光
資
源
）

を
活
用
し
た
新
事
業
を
創
出
す
る
中
小

企
業
並
び
に
中
小
企
業
組
合
に
対
し

て
、
必
要
な
支
援
を
積
極
的
に
行
う
。

　
「
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技

術
の
高
度
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

く
「
特
定
研
究
開
発
等
計
画
」
の
認
定

と
支
援
策
を
活
用
し
つ
つ
、
当
該
技
術

分
野
の
中
小
企
業
連
携
組
織
と
連
携

し
、
関
連
中
小
企
業
に
対
し
、
積
極
的

な
支
援
を
行
う
。

⒉　

中
小
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業
等
の
活

性
化
へ
の
支
援

  

ま
ち
づ
く
り
三
法
の
新
し
い
枠
組
み

に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
改
正

中
心
市
街
地
活
性
化
法
等
に
基
づ
く
中

心
市
街
地
・
商
業
活
性
化
支
援
施
策
を

活
用
し
、
商
店
街
、
共
同
店
舗
な
ど
、

中
小
企
業
組
合
組
織
に
よ
っ
て
行
う
事

業
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

⒊　

雇
用
・
労
働
関
係
事
業
の
強
力
な

推
進
、
教
育
問
題
へ
の
積
極
的
関
与

（
１
）
雇
用
・
労
働
関
係
事
業
の
強
力
な

推
進

　

厚
生
労
働
省
関
係
の
委
託
事
業
等
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇

用
・
労
働
対
策
事
業
を
一
層
強
力
に
推

進
す
る
。

（
２
）
産
業
人
育
成
の
た
め
の
教
育
へ

の
積
極
的
な
関
与

　

日
本
版
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
等
教
育

関
係
事
業
へ
の
協
力
・
参
画
・
実
施
等
に

積
極
的
に
関
与
し
て
い
く
。

Ⅳ ・ 

中
央
会
の
指
導
機
能
の
強
化

⒈　

組
合
等
役
職
員
、
中
央
会
職
員
の

人
材
養
成

　

組
合
等
新
役
員
、
新
事
務
局
職
員
を

対
象
に
組
合
運
営
の
あ
り
方
等
に
つ
い

て
教
育
す
る
研
修
会
・
講
習
会
等
を
開

催
と
と
も
に
、
中
央
会
職
員
に
対
し
て

も
研
修
を
実
施
す
る
。

⒉　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強
化

　

国
等
の
、
支
援
策
を
活
用
し
て
中
小

企
業
の
連
携
活
動
を
積
極
的
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
く
事
業
を
展
開
す

る
。

Ⅴ ・ 

中
小
企
業
・
組
合
運
動
及
び
広
報

活
動
の
強
力
な
推
進

⒈　

政
策
提
言
活
動
の
強
力
な
推
進

　

中
小
企
業
の
振
興
・
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
、
中
小
企
業
運
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
。

⒉　

地
域
経
済
・
産
業
振
興
支
援
の
推
進

　

地
方
自
治
体
、
関
係
機
関
・
団
体
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
地
域
産
業
振
興

策
の
企
画・立
案・提
案
を
行
っ
て
い
く
。

⒊　

広
報
活
動
の
強
力
な
推
進

　

中
小
企
業
組
合
の
意
義
と
必
要
性
を

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
組
合
員

企
業
の
経
営
革
新
、
効
率
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
、
地
域
社
会
に
貢
献
し

て
い
る
事
例
等
に
つ
い
て
、
広
く
マ
ス

コ
ミ
等
を
通
じ
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

【
収
入
】

Ⅰ　

会
費
４
６
４
５
０
万
円

Ⅱ　

補
助
金
２
億
６
８
１
２
万
円

①
千
葉
県
補
助
金
２
億
４
２
６
２
万
②

全
国
中
央
会
補
助
金
１
１
４
万

Ⅲ　

分
担
金
４
３
０
万
円

Ⅳ　

受
託
事
業
３
１
１
５
万
円

そ
の
他
を
含
む
合
計
２
億
９
９
７
１
万
円

【
支
出
】

Ⅰ　

千
葉
県
補
助
対
象
事
業
費

２
億
２
７
２
５
万
円

Ⅱ　

全
国
中
央
会
補
助
対
象
事
業
費

２
６
６
万
円

Ⅲ 

受
託
事
業
費
３
１
１
５
万
円

Ⅳ 

管
理
費
３
８
３
０
万
円

予
備
費
を
含
む
合
計
２
億
９
９
７
１
万
円

平
成
19
年
度
事
業
計
画
案
ま
と
ま
る

事
業
計
画
（
案
）

　トピックス

収
支
予
算
（
案
）
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中
小
企
業
団
体
中
央
会（「
中
央
会
」）

は
、
そ
の
殆
ど
が
昭
和
30
年
か
ら
31
年

に
か
け
て
設
立
さ
れ
て
以
来
半
世
紀
を

迎
え
、今
新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
る
。

　

こ
の
間
、
事
業
協
同
組
合
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
中
小
企
業
組
合
の
連
携
組

織
を
通
じ
た
中
小
企
業
振
興
を
使
命

と
し
、
組
合
の
設
立
、
組
合
運
営
・
共

同
事
業
等
へ
の
支
援
を
行
い
、
組
合
を

構
成
す
る
中
小
企
業
者
の
経
営
の
近
代

化
、
合
理
化
、
高
度
化
等
に
努
め
る
と

と
も
に
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
中

小
企
業
施
策
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ

る
組
織
化
施
策
の
担
い
手
と
し
て
、
そ

の
重
責
を
果
た
し
て
き
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
中
央
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
、
中
小
企
業
基
本
法

改
正
に
よ
る
中
小
企
業
政
策
の
転
換
、

都
道
府
県
中
央
会
指
導
員
等
の
人
件
費

の
一
般
財
源
化
、
三
位
一
体
改
革
に
よ

る
税
源
移
譲
に
伴
う
中
小
企
業
連
携
組

織
対
策
事
業
に
係
る
都
道
府
県
向
け
国

庫
補
助
金
の
廃
止
、
中
小
企
業
景
況
の

長
期
低
迷
等
に
よ
る
会
員
組
合
の
減
少

等
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
あ
る
。　

振
興
に
寄
与
す
る
こ
れ
ら
中
小
企
業
組

合
の
機
能
は
よ
り
一
層
の
充
実
・
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
中
小

企
業
組
合
を
支
援
す
る
中
央
会
の
存
在

意
義
も
い
さ
さ
か
も
減
じ
る
こ
と
が
な

い
と
確
信
す
る
。

　

今
後
、
都
道
府
県
中
央
会
並
び
に
全

国
中
央
会
の
活
動
は
、
従
来
の
よ
う
に

単
に
政
策
に
追
随
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
中
小
企
業
と
組
合
の
ニ
ー
ズ
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
積
極
的
に
道
を
切
り

開
い
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

こ
の
た
め
、
時
代
に
即
応
し
た
中
央
会

活
動
指
針
・
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
と
し
た
。

２ ・ 

中
央
会
の
位
置
づ
け

　

都
道
府
県
中
央
会
並
び
に
全
国
中
央

会
は
、「
中
小
企
業
連
携
組
織
の
専
門

支
援
機
関
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
組
合

制
度
の
普
及
発
展
及
び
中
小
企
業
、
任

意
グ
ル
ー
プ
等
を
含
め
た
中
小
企
業
全

体
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
各
種
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

な
お
、
中
小
企
業
連
携
組
織
が
抱
え

　

中
央
会
が
、
今
後
と
も
組
合
を
は
じ

め
と
す
る
中
小
企
業
連
携
組
織
か
ら
は

無
論
の
こ
と
、
中
小
企
業
者
、
国
、
地

方
公
共
団
体
及
び
他
の
中
小
企
業
支
援

機
関
等
よ
り
、
従
来
に
も
ま
し
て
期
待

さ
れ
、
か
つ
、
そ
の
使
命
を
果
た
し
て

い
く
た
め
に
は
、
自
ら
の
活
動
指
針
・

行
動
計
画
を
確
立
し
、
そ
れ
に
即
し
て

活
動
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

全
国
中
央
会
で
は
、
去
る
３
月
に
報

告
書
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
以
下
そ

の
概
要
、
抜
粋
で
あ
る
。

１ ・ 

中
央
会
活
動
指
針
・
行
動
計
画
策

定
に
あ
た
っ
て

⑴　

中
央
会
活
動
指
針
・
行
動
計
画
策

定
の
目
的

　

こ
れ
ま
で
、
中
小
企
業
組
合
は
、
各

種
の
共
同
事
業
を
通
じ
て
、
中
小
企
業

の
経
営
合
理
化
・
高
度
化
、
取
引
条
件

の
改
善
、
資
金
調
達
の
円
滑
化
、
経
営

革
新
、
人
材
養
成
、
研
究
開
発
等
、
大

き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
中
小

企
業
政
策
の
受
け
皿
と
し
て
も
機
能
し

て
き
た
。
今
後
に
お
い
て
も
中
小
企
業

る
課
題
・
問
題
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織

に
よ
っ
て
異
な
り
、
複
雑
多
岐
に
わ
た

る
。
そ
の
解
決
の
た
め
、
行
政
を
は
じ

め
他
の
中
小
企
業
支
援
機
関
と
の
連
携

や
外
部
専
門
家
を
有
効
に
活
用
す
る
な

ど
、
こ
れ
ら
外
部
機
関
等
と
の
連
携
・

連
絡
を
密
に
し
て
、
中
小
企
業
連
携
組

織
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
・
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

都
道
府
県
中
央
会
並
び
に
全
国
中
央

会
は
、
中
小
企
業
連
携
組
織
の
専
門
支

援
機
関
と
し
て
、
時
代
の
変
化
に
即
し

た
各
種
事
業
の
充
実
を
図
り
、
組
合
等

の
中
小
企
業
連
携
組
織
へ
の
支
援
を
通

じ
て
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図
り
、
地

域
経
済
の
発
展
ひ
い
て
は
日
本
経
済
の

発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

３ ・ 

中
央
会
の
支
援
対
象

　

中
央
会
の
支
援
対
象
に
つ
い
て
は
、

組
合
等
が
そ
の
中
核
で
あ
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
経
済
・
社
会
環
境

の
変
化
に
応
じ
て
、
中
小
企
業
連
携
組

織
も
組
合
等
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
連
携

■　　　　　

新
時
代
に
沿
っ
た
中
央
会
活
動
指
針
・
行
動
計
画
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
る

（
全
国
中
央
会
）
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都
道
府
県
中
央
会
の
新
た
な
事
業
領

域
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

②　

中
央
会
職
員
を
対
象
と
し
た
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
の
実
施

５ ・ 

都
道
府
県
中
央
会
と
全
国
中
央
会

の
事
業
活
動

⑴
都
道
府
県
中
央
会
の
事
業
活
動

①�　

中
小
企
業
組
合
等
連
携
組
織
へ
の

指
導
・
支
援

②　

地
域
経
済
・
産
業
振
興
支
援

③　

人
材
養
成

④　

組
合
関
係
の
情
報
収
集
・
提
供

⑤�　

組
合
等
の
展
示
会
・
見
本
市
等
の

開
催
・
斡
旋

⑥　

建
議

⑦�　

財
政
基
盤
確
立
に
向
け
た
活
動
・

事
業
の
企
画
・
検
討
・
実
践

⑵
全
国
中
央
会
の
事
業
活
動

①　

都
道
府
県
中
央
会
へ
の
支
援

②　

全
国
組
合
・
団
体
へ
の
指
導
・
支
援

③　

人
材
養
成

④　

組
合
関
係
の
情
報
収
集
・
提
供

⑤�　

組
合
等
の
展
示
会
・
見
本
市
等
の

開
催
・
斡
旋

⑥　

都
道
府
県
中
央
会
に
対
す
る
指
示

⑦　

建
議

⑧�　

財
政
基
盤
確
立
に
向
け
た
活
動
・

事
業
の
企
画
・
検
討
・
実
践

６ ・ 

行
動
計
画
（
略
）

・� 

創
業
希
望
者

・�
そ
の
他
中
小
企
業
連
携
組
織
の
設
立

を
め
ざ
す
中
小
企
業

４ ・ 

中
央
会
活
動
指
針

　

都
道
府
県
中
央
会
及
び
全
国
中
央
会

は
、
組
合
法
に
規
定
さ
れ
た
組
合
等
に

対
す
る
事
業
及
び
経
営
の
指
導
事
業
の

精
度
を
高
め
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業

連
携
組
織
に
対
す
る
指
導
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
・
産
業
振
興

支
援
、
中
小
企
業
の
健
全
な
発
達
を
図

る
た
め
、
積
極
的
な
事
業
活
動
を
展
開

す
る
。

　

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
中
央
会
並
び

に
全
国
中
央
会
で
は
、
会
員
団
体
の
大

勢
を
占
め
る
組
合
等
へ
の
指
導
・
支
援

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事

業
分
野
と
も
言
え
る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
」
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

行
う
こ
と
と
す
る
。

⑴
組
合
等
へ
の
指
導
・
支
援
強
化

　

組
合
等
の
現
状
を
み
る
と
、
共
同
事

業
の
停
滞
に
よ
り
財
政
上
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
た
り
、組
合
員
ニ
ー
ズ
を

捉
え
た
新
規
事
業
へ
の
転
換
が
な
か
な
か

果
た
せ
な
い
状
況
に
あ
る
等
停
滞
し
て

い
る
組
合
が
多
い
の
も
確
か
で
あ
る
。

　

組
合
等
は
、
現
状
を
打
破
し
、
更
な

る
発
展
を
目
指
す
た
め
に
も
組
合
員
の

事
業
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
既
存
事
業
の

組
織
が
出
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都

道
府
県
中
央
会
並
び
に
全
国
中
央
会

は
、
組
合
等
へ
の
指
導
・
支
援
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
、
中
小
企
業
者
が
関
係

す
る
社
団
法
人
・
財
団
法
人
、
Ｌ
Ｌ
Ｐ
、

Ｌ
Ｌ
Ｃ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
任
意
グ
ル
ー
プ
、

新
連
携
等
の
中
小
企
業
連
携
組
織
に
対

し
て
も
支
援
を
行
い
、
地
域
の
中
小
企

業
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る
事
業
を

展
開
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

そ
の
た
め
、
都
道
府
県
中
央
会
の
支

援
対
象
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

⑴
都
道
府
県
中
央
会
の
支
援
対
象

・�
中
小
企
業
等
協
同
組
合
、協
業
組
合
、

商
工
組
合
、
商
工
組
合
連
合
会
、
商

店
街
振
興
組
合
、
商
店
街
振
興
組
合

連
合
会

・�
そ
の
他
中
小
企
業
者
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
る
組
合（
生
活
衛
生
同
業
組
合
、

酒
造
組
合
、
酒
販
組
合
、
水
産
加
工

業
協
同
組
合
等
）

・�
中
小
企
業
者
が
関
係
す
る
社
団
法

人
、
財
団
法
人

・�
中
小
企
業
者
で
構
成
さ
れ
る
任
意
グ

ル
ー
プ
、
共
同
出
資
会
社
、
新
連
携

等
の
連
携
組
織

・�
中
小
企
業
者
が
関
係
す
る
Ｌ
Ｌ
Ｐ
、

Ｌ
Ｌ
Ｃ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

・�
上
記
の
中
小
企
業
連
携
組
織
の
構
成

員
で
あ
る
中
小
企
業
者

再
構
築
、
新
規
事
業
の
創
出
を
図
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

中
央
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
現
状
を

捉
え
た
上
で
の
活
性
化
策
、
事
業
再
構

築
・
新
事
業
の
提
案
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
組
合
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
で
あ
る
。

①�　

中
小
企
業
組
合
の
現
状
把
握
と
指

導
の
実
践

　

中
央
会
指
導
員
が
個
々
に
巡
回
指
導

等
を
通
じ
て
組
合
並
び
に
組
合
員
の
実

態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
中
央
会
職

員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
等
を

編
成
す
る
な
ど
し
て
、
中
央
会
組
織
と

し
て
個
別
組
合
に
対
し
て
活
性
化
策
、

事
業
再
構
築
等
の
提
案
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

②　

地
域
経
済
・
産
業
振
興
支
援

③　

改
正
組
合
法
等
の
普
及
と
指
導

④�　

組
合
役
員
・
事
務
局
、
中
央
会
職

員
の
人
材
教
育

⑵
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
へ
の
取
り
組

み
強
化

①�　

中
央
会
と
し
て
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
事
業
へ
の
取
り
組
み

　

平
成
19
年
度
新
政
策
と
し
て
創
設
さ

れ
る
「
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
な
ど
、
い
わ
ば
中
小
企
業
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
活
動
が
必
要
な
支
援

策
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　特　　集
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　施　　策

中小企業地域活用プログラムポータルサイト
｢地域資源活用チャンネル｣ の開設

　中小企業庁、（独）中小企業基盤整備機構では、Ｈ19年度中小企業政策の柱となる「中小企業地域
資源活用プログラム」について、施策内容の周知および各地の中小企業による新たな事業展開を積
極的に後押しするため、中小企業ビジネス支援ポータルサイト「J−Net21」に中小企業地域資源活
用プログラムのポータルサイト「地域資源活用チャンネル」を、３月15日18時に開設している。
　中小企業が、産地の技術、農林水産物、観光資源など各地の魅力あふれる地域資源を活用して行
う新たな事業展開に向けて、ホットで有益な情報をワンストップで提供している。
　地域資源は全国に数多くあるが、活用されずに眠ったままのものも多くあると思われる。こうし
た資源を掘り起こし、ビジネスにつなげ、地域の発展や活性化につなげていくチャレンジをバック
アップしていく。

【コンテンツ内容】 
《地域資源活用マップ》

　�　産地の技術、農林水産物、観光資源など地域資源に関連する各種百選の情報を地図上に明示し、
ビジュアル的にわかり易く紹介している。 

《サポーターインタビュー》

　�　地域資源の活用を目指す中小企業の取り組みを支援するキーパーソン「地域中小企業サポー
ター」が、成功の秘訣についてそれぞれの思いや考えを語っている。 

《いきいき活用事例》

　�　すでに地域の魅力ある資源を活用してビジネス展開している全国の中小企業を取り上げ成功の
秘訣等をレポートしている。 

《地域資源ニュース》

　　各地のホットな話題や関係省庁の最新施策情報をピックアップして掲載している。 

詳細については　

　地域資源活用チャンネル　　http://j-net21.smrj.go.jp/expand/shigen/index.html

　　　　　　　　　　　　　　    　（問い合わせ先）     中小企業庁経営支援部経営支援課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当者：滝本、恒藤、小田 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：０３−３５０１−１７６３（直通）
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　生き生き活用事例　　千葉県菓子工業組合　高橋弘之理事長

　オレンジ芋のブランド化
　　
　　　住所：千葉市中央区栄町41-3　業種：菓子製造・販売　電話：043-225-0153

ビワやピーナツよりも生産されているサツマイモにこだわった

　千葉県産のサツマイモを使ったオレンジ色のスイートポテト。2007年２月から実施された千葉県
の観光誘致を図るデスティネーションキャンペーンの効果もあり、発売から売れ行きは順調。「秋に
収穫して冷凍保存している芋のペーストが夏にはなくなってしまうかも」（高橋弘之千葉県菓子工業
組合理事長）とうれしい悲鳴を上げる。
　サツマイモを使った菓子や食品は全国で作られている。独自色を出すために北米原産のオレンジ
芋の使用を思いつく。鮮やかな色彩が食欲をそそり、物珍
しさが消費者の好奇心を刺激すると予想した。偶然オレン
ジ芋が千葉県香取市の農家で生産されているのを知り、早
速取り寄せた。
　甘みや舌触りなど何度も組合員で話し合った結果、ベニ
アズマとオレンジ芋を50％ずつ配合することに決まった。
千葉県産ということで千葉県の旧国名である総（ふさ）を
取って「総そだち」という製品名に。

千葉県内全域で製造・販売し、浸透を図る

　開発当初に千葉県中小企業中央会から20万円の補助を受けた。現在は地場の食材を使った商品の
開発を促す県主催の食料産業クラスターに参加し、開発費用の半額補助を申請している。
　目標売上高は初年度3,000万円。「千葉の土産品のほか、贈答品として定着してほしい」と県民に
浸透する大切さを強調する。開発メンバー 19社の大半は菓子製造業者。直販しているのは２社のみ
で、流通ルートを使って県内の大手スーパーや百貨店などで販売することがほとんど。「賞味期限が
14日しかないから作ってすぐに売れる直販が理想だが...」と話す。
　強みは千葉県菓子組合の19社が参加していることだ。北は野田市から南は館山市までが同一規格
の均質な商品を作る。県内の限定された地域の商品ではなく、県内全域で製造し販売しているため、
商品がいち早く浸透することが期待される。「ベニアズマだけでなく千葉の食材を加工して、同商品
をシリーズ化したい」と意欲を見せる。
　「まだまだ知名度の低いオレンジ芋のブランド化が、今後の展開の鍵を握る」と予測。緑黄色野菜
の栄養素に代表されるβカロチンが通常のイモよりも多く含まれており、健康に良いことをアピー
ルするセミナーを計画している。地域資源を活用したからには、まず県内の消費者に、優れた商品
性を広めることが先決という認識だ。

地域の魅力ある資源を活用してビジネス展開している中小企業の成功の秘訣レポート
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■   　　　　　組合 Q & A

　　六　事業外費用の部	　　　　五　事業外収益の部
Ⅶ　事業外費用		  Ⅶ　事業外収益
　事業外費用の部合計	 ×××	 　事業外収益の部合計	 ×××
　経常利益金額
　又は経常損失金額	 ×××

　　八　特別損失の部	　　　　　七　特別利益の部
Ⅷ　特別損失		  Ⅷ　特別利益
　特別損益の部合計	 ×××	 　特別利益-の部合計	 ×××
　特別損失の部合計	 ×××	 　
　税引前当期純利益金額
　又は税引前当期純損失金額	 ×××
Ⅸ　税等		
　　　　計	 ××	
　当期純利益金額
　又は当期純損失金額	 ×××

〈剰余金処分案様式例〉（非出資商工組合を除く）
※�■部分は、省令（施行規則）施行後最初に到来する決算

期に記載が義務づけられる項目

剰 余 金 処 分 案
自　平成　　年　　月　　日
至　平成　　年　　月　　日

Ⅰ　当期未処分剰余金
　１当期純利益金額
　　（又は当期純損失金額）	 ××　　　　　
　２前期繰越剰余金
　　（又は前期繰越損失金）	 ××　　
　３過年度税効果調整額	 ××　　×××

Ⅱ　組合積立金取崩額
　１会館建設積立金取崩額	 ××
　２特別積立金取崩額	 ××　　×××

Ⅲ　剰余金処分額
　１利益準備金	 ××
　２組合積立金
　　　特別積立金	 ××
　　　○○周年記念事業積立金	 ××
　　　役員退職給与積立金	 ××	 ×××
　３教育情報費用繰越金		  　 ××
　４出資配当金		  　 ××
　５利用分量配当金
　　　共同購買事業配当金	 ××
　　　○○事業配当金	 ××	 ××	 ×××

Ⅳ　次期繰越剰余金			   ×××

〈損失処理案様式例〉（非出資商工組合を除く）
※�■部分は、省令（施行規則）施行後最初に到来する決算

期に記載が義務づけられる項目

損 失 処 理 案
自　平成　　年　　月　　日
至　平成　　年　　月　　日

Ⅰ　当期未処理損失金
　１当期純未処理損失金
　　（又は当期純利益金額）	 ××　　　　　
　２前期繰越損失金
　　（又は前期繰越剰余金）	 ××	 ×××　　

Ⅱ　損失てん補取崩額
　１組合積立金取崩額
　　　特別積立金取崩額	 ××
　　　○○周年記念事業積立金取崩額	 ××
　　　役員退職給与積立金取崩額	 ××	 ××
　２利益準備金取崩額		  ××
　３資本剰余金取崩額		  ××
　４出資金減少差益取崩		  ××	 ×××

Ⅲ　次期繰越損失金			   　××
　１○○積立金取崩額		  ××
　２基本金取崩額		  ××	 ×××

Ⅲ　次期繰越損失金			   　　××

　〈事業報告書様式例〉
　（全組合共通、ただし、非出資商工組合では該当しない箇所
は削除）
※�■部分は、省令（施行規則）施行後最初に到来する決算

期に記載が義務づけられる項目

事 業 報 告 書
自　平成　　年　　月　　日
至　平成　　年　　月　　日

Ⅰ　事業活動の概況に関する事項
　１事業年度末日における主要な事業内容・当該事業年
　　度における事業の経過及びその成果（当該事業年度
　　における主要な事業活動の内容・経過及び成果を事
　　業ごとに記載）

　２増資及び資金の借入れその他の資金調達の状況

　３設備投資の状況（当該事業年度中に実施した設備投
　　資の状況を記載）

　４業務提携等重要事項の概要（業務上の提携、子会社に
　　する会社の株式又は持分の取得、事業全部又は一
　　部の譲渡又は譲受け・合併・その他の組織再編成が
　　あった場合には、その状況を記載）

　５直前３事業年度の財産及び損益の状況

　６対処すべき重要な事項・組合の現況に関する重要な事
　　項（対処すべき課題等、組合の現状に関する状況を記載）

Ⅱ　運営組織の状況に関する事項
　１前事業年度における総会の開催状況（前事業年度中に
　　開催した総会の状況（開催日時、出席組合員数、主な
　　議案の議決状況）を記載）
　２組合員数及び出資口数の増減（出資口数の区分は適宜
　　変更）
　３役員に関する事項
　４職員の状況及び業務運営組織図
　５施設の設置状況（主たる事務所、従たる事務所及び組
　　合が所有する施設の種類ごとの主要な施設の名称及び
　　所在地等）
　６組合の運営組織の状況に関する重要な事項

Ⅲ　その他組合の状況に関する重要な事項
　１当該事業年度の末日における主要な事業内容
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　組合 Q&A

中小企業等協同組合法等組合Ｑ＆Ａ

平成19年４月１日、「中小企業等協同組合法等の一部を改正する法律」が施行されました。
決算関係書類、事業報告書、監査報告の作成はどのようになりますか。

　施行規則に基づく決算関係書類、事業報告書、監査報告の作成が義務づけられました。
　これまで、組合が作成しなければならない決算関係書類（財産目録、貸借対照表、損益計算書、剰余金
処分案又は損失処理案）や事業報告書、監査報告については、法令上に特段の作成基準が示されていませ
んでした。これらについて、主務省令（施行規則）に基づき作成することが義務づけられ（中協法第40条）、
具体的な作成基準が定められました。今後改訂を予定している中小企業等協同組合会計基準において修正
される可能性があることにご留意ください。
　施行規則の施行前に到来した決算期に関しては組合が作成する貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案
又は損失処理案や事業報告書については、この規則に沿って書類を作成する必要はありません。
　監査報告については、施行規則に特段の経過措置が設けられていないことから、施行規則（第89条〜 91条）
に基づき作成する必要があります。　
　省令（施行規則）施行後最初に到来する決算期に記載が義務づけられる項目を中心にその様式を掲載し
ます。

〈貸借対照表様式例〉（非出資商工組合を除く）
※�■部分は、省令（施行規則）施行後最初に到来する決算

期に記載が義務づけられる項目

貸 借 対 照 表
平成　　年　　月　　日

　　一　資産の部	　　　　　　　　　二　負債の部
Ⅰ　流動資産		  Ⅰ　流動負債
１現金及び預金	 ×××	 １支払手形	 ×××
　流動資産計	 ××××	 　流動負債計	 ××××

Ⅱ　固定資産		  Ⅱ　固定負債
ⅰ　有形固定資産		  １長期借入金	 ×××
１建物及び建物付属設備	 ×××	 　固定負債計	 ××××
　有形固定資産計	 ××××	 　負債合計	 ×××××
ⅱ　無形固定資産
１特許権	 ×××	 （三　純資産の部）
　無形固定資産計	 ××××	 Ⅰ　組合員資本
ⅲ　外部出資その他の資産		  ⅰ　出資金
１差入保証金・敷金	 ×××	 ⅱ　未払込出資金	 △×××
　外部出資その他の資産計	 ××××	 　出資合計	 ××××
　固定資産計	 ×××××	 ⅲ　資本剰余金
		  １資本準備金
Ⅲ　繰延資産		  ２その他の資本剰余金
　繰延資産計	 ××××	 ⅳ　利益用預金
　資産合計	 ×××××	 １利益準備金	 ×××
		  ２その他の利益剰余金
		  　その他の利益剰余金計	 ××××
		  当期剰余金又は当期損失金	 ×××
		  前期繰越剰余金	 ×××
		  　又は前期繰越損失金
		  利益剰余金計	 ××××

		  Ⅱ　評価・換算差額等
		  １その他有価証券評価差額金	 ×××
		  ２その他評価・換算差額等
	 　　	 　評価・換算差額等計	 ×××

		  純資産合計	 ××××
		  負債及び純資産合計	 ×××××

（注）（1）有形固定資産から直接控除を行っている金額。
　　　　減価償却累計額　×××
　　　　減損損失累計額　×××

〈損益計算書様式例〉（非出資商工組合を除く）
※�■部分は、省令（施行規則）施行後最初に到来する決算

期に記載が義務づけられる項目
　　事業別損益計算書を必要としていない組合を対象にし
　　た様式例

損 益 計 算 表
自　平成　　年　　月　　日
至　平成　　年　　月　　日

　　三　事業費用の部	　　　　　一　事業収益の部
Ⅰ　販売事業費用		  Ⅰ　販売事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅱ　購買事業費用		  Ⅱ　購買事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅲ　金融事業費用		  Ⅲ　金融事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅳ　生産・加工事業費用		  Ⅴ　生産・加工事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅴ　施設事業費用		  Ⅴ　施設事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅵ　保管・運送事業費用		  Ⅵ　保管・運送事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅶ　検査・試験・開発事業費用		  Ⅶ　検査・試験・開発事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅷ　教育情報事業費用		  Ⅷ　教育情報事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅸ　福利厚生事業費用		  Ⅸ　福利厚生事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅹ　保険業務代理・代行事業費用		  Ⅹ　保険業務代理・代行事業収益
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅺ　○周年記念事業費		  Ⅺ　○周年記念事業収入
　　　　計	 ××		  　計　　　　××
Ⅻ　貸倒引当金繰入		
　　　　計	 ××	
　事業費用の部合計	 ×××	 　事業収益の部合計	 ×××
　事業総利益金額　又は事業総損金額	 ×××

　　四　一般管理費の部	　　　　二　賦課金等収入の部
Ⅵ　一般管理費		  Ⅵ　賦課金等収入
　一般管理費の部合計	 ××××	 　賦課金等収入の部合計	 ××××
　事業利益金額　又は事業損金額	 ×××
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　視　　点

い
ま
、
地
球
は
怒
っ
て
い
る
！

　

真
冬
に
春
一
番
が
春
の
嵐
と
な
っ
て

吹
き
荒
れ
、
春
本
番
の
時
期
に
豪
雪
を

伴
う
吹
雪
が
襲
う
等
、
気
候
変
動
に
よ

る
異
常
気
象
が
地
球
上
の
各
地
で
頻
発

し
、
我
々
生
物
の
生
存
基
盤
を
脅
か
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
地

球
環
境
破
壊
の
一
つ
の
現
象
な
の
で
す
。

　

我
々
は
奇
跡
と
い
わ
れ
る
高
度
成
長

を
成
し
遂
げ
、
物
的
豊
か
さ
を
得
ま
し

た
が
そ
れ
は
地
球
環
境
破
壊
、
と
い
う

代
償
の
お
陰
（
負
の
遺
産
）
で
あ
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

事
業
体
・
企
業
を
筆
頭
と
す
る
社
会

の
構
成
員
全
て
に
、
加
害
者
と
し
て
の

責
任
が
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

（
１
）
自
然
循
環
（
日
本
）

　

戦
後
し
ば
ら
く
の
間
（
１
９
５
０
年

代
）
ま
で
、
自
然
循
環
・
自
然
浄
化
に

よ
る
、
自
然
環
境
・
地
球
環
境
に
と
っ

て
平
穏
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。特
に
、

江
戸
時
代
の
江
戸
は
歴
史
に
残
る
資
源

循
環
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
型
社
会
を
形
成

し
て
い
ま
し
た
。

　（
２
）
公
害
問
題
（
日
本
）

　

１
９
６
０
年
代
後
半
か
ら
70
年
代
に

か
け
て
日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
と
も

な
い
、
私
達
人
間
の
生
命
・
健
康
・
生
活

環
境
を
侵
し
、
自
然
環
境
に
害
を
与
え

る
公
害
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。

公
害
の
種
類
と
し
て
は

　

①
大
気
の
汚
染

　

�　

人
間
の
活
動
に
よ
り
大
気
が
有
害

物
質
で
汚
染
さ
れ
、
人
の
健
康
や
生

活
環
境
、
動
植
物
に
悪
影
響
が
生
じ

る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

②
水
質
の
汚
濁

　

�　

人
間
の
活
動
に
よ
り
工
場
等
か
ら

排
出
さ
れ
る
水
（
工
業
排
水
）
や
家

庭
な
ど
か
ら
出
る
排
水
（
家
庭
排

水
）
な
ど
が
、
河
川
・
湖
沼
・
港
湾
・

沿
岸
海
域
な
ど
の
公
共
用
水
域
に
流

さ
れ
、
汚
染
・
汚
濁
し
て
い
る
現
象

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

③
土
壌
の
汚
染

　

�　

人
間
の
活
動
に
よ
り
土
壌
中
に
重

金
属
、
有
機
溶
剤
、
農
薬
、
油
な
ど

の
物
質
が
廃
棄
さ
れ
、
自
然
環
境
や

人
の
健
康
・
生
活
へ
影
響
を
及
ぼ
す

状
態
を
い
い
ま
す
。

　

④
騒
音

　

�　

騒
が
し
く
て
不
快
と
感
じ
る
音
の

こ
と
で
す
。

　

⑤
振
動

　

�　

地
面
又
は
建
物
が
上
下
方
向
、
縦

横
方
向
に
揺
れ
る
現
象
で
す
。

　

⑥
地
盤
の
沈
下

　

�　

地
盤
が
圧
縮
さ
れ
、
沈
ん
で
い
く

現
象
で
す
。

　

⑦
悪
臭
等

　

�　

不
快
な
感
じ
を
も
よ
お
す
臭
い
の

こ
と
で
す
。

　

以
上
、
典
型
７
公
害
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

４
大
公
害
病

　

典
型
７
公
害
の
う
ち
大
気
汚
染
、
水

質
汚
濁
等
、
企
業
等
の
排
出
す
る
有
害

物
質
等
に
よ
り
４
大
公
害
病
が
発
生
し

ま
し
た

　

①
水
俣
病

　

�　

熊
本
県
水
俣
市
の
会
社
の
工
場
か

ら
流
さ
れ
た
水
銀
が
、有
機
水
銀（
メ

チ
ル
水
銀
）
と
な
り
、
生
物
濃
縮
で

地
球
環
境
の
現
状

地
球
環
境
問
題
の
流
れ

江戸時代のリサイクル

水　質　汚　濁

環境省　こども環境白書
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　視　　点
高
濃
度
に
な
っ
た
魚
介
類
を
食
べ
た

人
か
ら
発
症
し
ま
し
た
。

　

②
新
潟
水
俣
病

　

�　

水
俣
病
と
同
様
の
症
状
で
新
潟
県

阿
賀
野
川
下
流
域
で
発
生
し
「
新
潟

水
俣
病
」
や
「
阿
賀
野
川
有
機
水
銀

中
毒
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

③
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病

　

�　

岐
阜
県
の
三
井
金
属
工
業
の
神
岡

鉱
山
か
ら
出
た
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
、
神

通
川
下
流
の
水
田
を
汚
染
し
、
そ
こ

で
栽
培
さ
れ
た
米
を
食
べ
た
人
た
ち

か
ら
発
症
し
ま
し
た
。

　

④
四
日
市
ぜ
ん
そ
く

　

�　

三
重
県
四
日
市
市
の
石
油
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
の
排
煙
、
と
く
に
そ
の
中
の

二
酸
化
イ
オ
ウ
の
た
め
に
起
き
た
喘

息
で
す
。

公
害
の
特
長
と
し
て
は

　

�

①
被
害
者
と
加
害
者
の
因
果
関
係
が

比
較
的
明
確
で
す
。

　

②
地
域
も
限
定
的
で
す
。

（
３
）
地
球
環
境
問
題

　

や
が
て
１
９
９
０
年
代
に
被
害
者
と

加
害
者
の
因
果
関
係
が
国
境
を
越
え
、

地
球
規
模
で
の
環
境
破
壊
が
深
刻
な
問

題
と
し
て
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。

  

①
地
球
温
暖
化
問
題

　

�　

二
酸
化
炭
素
な
ど
の
“
温
室
効
果

ガ
ス
”
の
大
気
中
濃
度
が
、
急
激
に

増
加
す
る
こ
と
で
地
球
の
平
均
気
温

が
上
昇
す
る
な
ど
気
候
変
動
を
引
き

起
こ
す
こ
と
を
い
い
ま
す

　

②
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊

　

�　

地
球
を
取
り
巻
く
成
層
圏
オ
ゾ
ン

層
が
、
“
Ｃ
Ｆ
Ｃ
”
（
ク
ロ
ロ
フ
ル

オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、代
表
的
な
フ
ロ
ン
）

な
ど
の
人
工
化
学
物
質
で
破
壊
さ
れ

る
現
象
で
す
。

　

③
酸
性
雨

　

�　

工
場
な
ど
か
ら
、
化
石
燃
料
な
ど

の
燃
焼
に
よ
り
硫
黄
酸
化
物
や
窒
素

酸
化
物
が
排
出
さ
れ
、
大
気
中
で
、

硫
酸
・
硝
酸
等
に
変
化
し
た
、
ｐ
Ｈ

の
低
い
酸
性
の
雨
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。　

　

④
海
洋
汚
染

　

�　

海
域
や
海
水
が
化
学
物
質
、油
脂
、

廃
棄
物
の
投
棄
等
で
汚
染
さ
れ
る
現

象
で
す
。
三
方
が
海
の
千
葉
県
で
は

深
刻
な
問
題
で
す
。

　

⑤
有
害
化
学
物
質（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
）

　

�　

塩
素
化
合
物
を
含
む
廃
棄
物
を
低

温
、
不
完
全
燃
焼
す
る
と
発
生
し
、

毒
性
は
フ
グ
毒
の
十
倍
、
サ
リ
ン
の

百
倍
、
青
酸
カ
リ
の
一
万
倍
で
人
工

物
質
中
最
強
の
毒
物
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

⑥
環
境
ホ
ル
モ
ン

　

�　

生
体
内
の
正
常
な
ホ
ル
モ
ン
作
用

に
影
響
を
与
え
、
一
般
的
に
生
物
の

生
殖
機
能
や
発
生
機
能
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。（
オ
ス
の
メ
ス
化
）　

⑦
熱
帯
雨
林
の
減
少

　

�　

年
間
日
本
の
半
分
が
消
失
す
る
と

い
わ
れ
、木
材
は
日
本
が
大
半
輸
入
。

　

⑧
生
物
種
の
減
少

　

�　

急
激
な
環
境
変
化
で
、
年
に
数
万

種
が
絶
滅
し
て
い
ま
す
。

　

⑨
砂
漠
化

　

�　

全
陸
地
の
１
／
４
が
砂
漠
化
の
影

響
を
受
け
、
食
料
不
足
で
餓
死
者
が

多
発
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

⑩
人
口
爆
発

　

�　

総
人
口
が
２
０
５
０
年
に
は

１
０
０
億
に
な
り
食
料
の
供
給
料
が

大
幅
に
減
少
し
ま
す
。

　

⑪
資
源
の
枯
渇
等

　

�　

天
然
資
源
の
可
採
推
定
年
数
は
石

油
は
40
年
、
天
然
ガ
ス
60
年　

と
い

わ
れ
有
限
で
、
枯
渇
し
ま
す
。

　　

い
ま
、
地
球
温
暖
化
が
大
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
朝
一
夕
で
地
球

温
暖
化
問
題
に
到
達
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。我
々
人
間
の
経
済
活
動
や
、

日
常
生
活
に
よ
る
長
い
地
球
環
境
破
壊

の
歴
史
が
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
中
小
企
業
診
断
士

　

 

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

               　
　
　
　
　

布
施
光
義
」

水　俣　病

酸性雨の影響

大気汚染 森林が枯れる
生物が棲めない

文化財（建物、銅像）
がとける

環境省　こども環境白書
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ご　案　内■

県制度融資の制度改正について
　県制度融資の大幅な改正が行われた。改正の内容は、⑴資金体系の簡素化　⑵創業資金の融資対象者の拡大
及び融資限度額の引き上げ　⑶経営革新や創業を目指す企業への利子補給の実施などで、本年４月からの申込
受付を適用している。

資金体系の簡素化

区分 新資金名 主な融資対象者 融資利率 旧資金名

一般系

チャレ
ンジ系

救済系

その他
政策系

（１）事業資金

（２）サポート短期資金

（３）小規模事業資金

（４）創業資金

（５）挑戦資金

（６）セーフティネット
      資金

（７）再生資金

（８）観光施設資金

 年　  ％
２.３～２.９

１.６

２.２～２.８

２.０～２.４

２.０～２.６

２.０～２.６

２.４～２.８

２.２～２.８

（９）地域商業資金

業歴要件該当者

業歴要件該当者

小規模事業者

創業（予定）者及び創業後 5年未満の者

次のいずれかに該当

○経営革新計画の承認を受けた者

○情報化推進を行う者

○事業転換・事業多角化を行う者

○知的財産を活用する者

○旧創造法認定を受けた者

次のいずれかに該当

○セーフティネット保証の該当者

○売上高が減少している者

○取引先倒産の影響を受けている者

○組合員の経営破たん

○特定災害により被害を受けた者

○知事が特に必要と認める者

中小企業再生支援協議会の支援を受けて
再生計画を策定した者

県が承認する観光施設整備計画に基づく
観光施設の整備を行う者

小売業を営み、かつ、大型店進出に対応しようとする者

【廃止】

事業振興資金

短期運転資金

短期運転資金

開業・育成資金

中小企業活性化支援資金

連鎖倒産防止資金

経済変動対策資金

特別経営安定対策資金

金融環境変化対策資金

災害対策緊急融資資金

企業再生支援資金

魅力ある観光施設づくり資金

大型店進出対策資金

工場移転資金

問い合わせ先
  県商工労働部経営支援課　０４３－２２３－２７８６



 2007.513

　連携リーダー■
【
組
合
概
要
】

　

成
田
市
資
源
回
収
協
同
組
合
は
、
空

港
開
港
に
伴
う
増
大
す
る
市
当
局
の
ゴ

ミ
対
策
に
協
力
す
る
形
で
昭
和
58
年
６

月
に
成
田
市
の
再
生
資
源
回
収
業
者
８

名
で
設
立
さ
れ
た
。

　

成
田
市
は
、
人
口
は
約
12
万
人
。
成

田
国
際
空
港
の
玄
関
口
と
成
田
山
新
勝

寺
の
門
前
町
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い

る
。
市
で
は
ゴ
ミ
減
量
、
資
源
の
再
利

用
等
を
目
指
し
て
成
田
市
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
を
運
営
し
て
い
る
。
組
合
は
、

こ
の
関
連
事
業
を
受
託
し
て
い
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
平
成
10

年
総
工
費
21
億
８
千
百
万
、
敷
地
面
積

７
８
０
０
平
米
、
粗
大
ご
み
処
理
施
設

棟
、
不
用
品
再
生
施
設
棟
、
貯
留
棟
か

ら
な
り
、
再
利
用
で
き
る
資
源
ご
み
の

処
理
、研
修
会
開
催
な
ど
の
啓
発
活
動
、

家
具
類
や
自
転
車
な
ど
を
再
生
し
、
市

民
に
安
価
で
提
供
す
る
事
業
も
行
っ
て

い
る
。

　

組
合
で
は
、
粗
大
ご
み
処
理
施
設
棟

で
ス
チ
ー
ル
缶
プ
レ
ス
、
ア
ル
ミ
缶
プ

レ
ス
、
ビ
ン
等
の
選
別
作
業
等
を
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
成
田
市
内
の
リ
サ

イ
ク
ル
回
収
事
業
と
し
て
新
聞
紙
、
雑

誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ウ
エ
ス
等
の
集
団

回
収
も
行
っ
て
い
る
。
受
託
料
は
、
平

成
16
年
度
で
１
億
４
千
百
万
円
、
平
成

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

【
大
塚
勝
彦
理
事
長
の
横
顔
】

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、大
塚
理
事
長
は
、

共
同
事
業
を
通
じ
て
組
合
員
の
経
済
的

地
位
の
向
上
を
め
ざ
す
な
か
で
組
合
員

が
う
る
お
う
組
合
に
し
た
い
と
語
る
。

組
合
の
共
同
施
設
と
し
て
２
０
０
０
坪

ほ
ど
の
土
地
を
確
保
し
て
、
こ
こ
に
資

源
物
の
集
積
場
と
計
量
す
る
た
め
の
台

貫
、
そ
し
て
プ
レ
ス
を
設
置
し
て
、
組

合
員
が
個
々
で
は
設
置
が
難
し
い
大
型

施
設
を
構
え
て
、
組
合
員
の
事
業
の
円

滑
な
推
進
を
図
り
た
い
と
組
合
の
将
来

構
想
を
え
が
く
。

　

理
事
長
は
、
大
学
を
卒
業
し
て
、
旧

財
閥
系
の
第
一
物
産
に
就
職
、
当
時

の
進
駐
軍
の
払
い
下
げ
鉄
く
ず
業
務
を

担
当
し
た
。
そ
の
後
、
家
業
の
綿
庄
商

店
を
継
ぎ
、
一
貫
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
業

務
に
従
事
し
て
き
た
。
こ
の
間
、
成
田

祇
園
祭
に

は
欠
か
さ

ず
に
参
加
、

地
域
と
の

連
携
の
大

切
さ
を
実

感
し
て
い

る
と
の
こ

と
で
あ
っ

た
。

成田市資源回収協同組合　　大塚　勝彦理事長

ル
、
ア
ル
ミ
等
の
販
売
価
格
は
好
調
に

推
移
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

今
後
の
組
合
の
対
応
と
し
て
は
、
世

界
に
拓
く
ク
リ
ー
ン
な
市
を
目
指
す
成

田
市
に
協
調
し
て
成
田
市
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
成
田
市

消
費
生
活
展
、
成
田
市
産
業
ま
つ
り
等

の
参
加
も
継
続
し
て
い
き
、
循
環
型
社

会
の
一
翼
を
担
う
べ
く
、
地
域
住
民
に

も
し
っ
か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ

地
域
と
連
携
し

　
　

循
環
型
社
会
の
一
翼
を
担
う

17
年
度
で
１
億
７
千
８
百
万

円
と
推
移
し
て
組
合
事
業
収

入
の
大
き
な
柱
と
な
っ
て
い

る
。

　

組
合
員
は
、
古
紙
、
繊
維

類
、
ス
チ
ー
ル
、
ア
ル
ミ
、

ビ
ン
等
の
一
般
廃
棄
物
の
回

収
、
販
売
が
主
な
事
業
で
あ

る
が
北
京
五
輪
に
向
け
た
需

要
支
え
ら
れ
、古
紙
、ス
チ
ー

成田市資源回収協同組合
所 在 地　成田市小泉３４４−１
代 表 者　大塚　勝彦
組合員数　７名　出資金　700万円
職 員 数　26名

◎ 

お
お
つ
か
・
か
つ
ひ
こ　

青
山
学
院
大
学
卒
、
第
一
物

産
を
経
て
家
業
の
綿
庄
商
店
を
継
ぐ
、
平
成
元
年
６
月
成

田
市
資
源
回
収
協
同
組
合
代
表
理
事
就
任
、
平
成
14
年
７

月
千
葉
県
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長

就
任
現
在
に
至
る
。
本
会
理
事
、
73
歳
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■
味
噌
製
造
業�
【
県
内
全
域
】

　

引
続
き
減
収
減
益
傾
向
に
あ
り
、

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て
い
る
。

■
製
材
業�

【
県
内
全
域
】

　

全
国
木
材
組
合
連
合
会
主
催
の
「
違

法
伐
採
対
策
推
進
国
際
セ
ミ
ナ
ー
」
が

２
月
末
に
開
催
さ
れ
た
。
日
本
に
お

い
て
は
伐
採
、
加
工
、
流
通
の
各
段

階
で
そ
れ
ぞ
れ
証
明
の
連
鎖
に
よ
っ

て
〝
合
法
材
〟
が
生
ま
れ
る
わ
け
で

あ
る
が
、
本
県
で
認
定
を
受
け
て
い

る
事
業
者
は
40
社
程
度
に
過
ぎ
な
い
。

■
印
刷�

【
千
葉
市
】

　

久
し
ぶ
り
に
前
年
同
月
比
が
増
加

し
好
転
し
た
。
一
過
性
を
憂
い
て
い

る
。
選
挙
需
要
は
８
％
程
度
上
昇
さ

せ
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、
県
内
も
若

干
好
転
し
た
。

■
生
コ
ン
製
造�

【
県
内
全
域
】

　

景
況
感
は
底
を
打
っ
た
感
覚
で
民

需
に
支
え
ら
れ
て
お
り
官
需
の
落
ち

込
み
が
課
題
で
あ
る
。

■
土
砂
採
取
業�

【
県
内
全
域
】

　

羽
田
空
港
拡
張
事
業
の
計
画
が
開

始
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
資
材

（
土
砂
）
の
関
係
で
、
景
況
に
変
化
が

現
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

■
鉄
工�

【
千
葉
市
】

　

特
段
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。

■
機
械
金
属
製
造
他
異
業
種�【

流
山
市
】

　

年
明
け
後
は
、
あ
ま
り
景
況
に
変

化
が
な
い
。
前
年
度
よ
り
は
業
況
は

良
い
。

■
建
築
材
料
卸
売�
【
県
内
全
域
】

　

特
段
の
変
化
は
な
い
。
内
需
は
未

だ
力
強
さ
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
在
庫

不
足
が
常
態
化
し
て
い
る
。
出
荷
は
、

想
定
よ
り
は
多
い
が
、
前
年
微
減
程

度
続
く
。

■
自
動
車
解
体
業�

【
県
内
全
域
】

　

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況
は
相
変
わ
ら

ず
強
含
み
で
推
移
し
て
い
る
。
国
内

電
炉
メ
ー
カ
ー
の
生
産
意
欲
が
旺
盛

な
こ
と
と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
出
が

好
調
な
こ
と
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い

る
。

■
食
肉
卸
売
業�

【
県
内
全
域
】

　

多
少
の
動
き
始
め
た
よ
う
な
状
況

が
見
え
て
き
た
。

■
小
売�

【
柏
市
】

　

４
０
、０
０
０
㎡
の
Ｓ
Ｃ
が
2
店
連

続
で
開
店
し
、
そ
の
影
響
が
、
柏
駅

周
辺
の
大
型
店
、
商
店
会
に
若
干
で

は
あ
る
が
出
て
い
る
。

■
小
売�

【
東
金
市
】

　

商
材
は
、
春
物
で
の
展
開
だ
が
、
極

端
な
気
候
の
変
化
で
購
買
意
欲
、
減

退
気
味
。
新
入
学
関
連
商
品
の
購
買

時
期
が
後
ろ
に
ず
れ
て
い
る
。
大
手

で
も
か
な
り
力
を
入
れ
て
き
て
い
る

の
で
、
早
め
の
展
開
を
し
た
が
、
実

際
の
購
買
時
期
は
品
定
め
が
厳
し
い
。

■
小
売�

【
野
田
市
】

　

今
月
は
売
上
よ
り
も
客
数
の
減
少

が
見
ら
れ
、
危
機
感
を
感
じ
た
月
で

あ
っ
た
。

■
電
気
機
器
小
売�
【
県
内
全
域
】

　

デ
ジ
タ
ル
関
連
の
困
り
事
相
談
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
よ
る
支
援
共
同
受

注
を
準
備
中
。デ
ジ
タ
ル
関
連
、
特
に

薄
型
テ
レ
ビ
単
価
が
低
下
中
で
あ
る
。

■
建
設
揚
重�

【
県
内
全
域
】

　

引
続
き
操
業
度
は
好
調
を
持
続
、

一
部
供
給
不
足
か
ら
価
格
も
上
昇
傾

向
に
あ
る
。

■
学
習
塾�

【
県
内
全
域
】

　

入
塾
の
季
節
で
あ
る
が
、
出
足
は

昨
年
同
様
や
や
遅
れ
気
味
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
立
中
学
入
試
が
人
気
上

昇
中
な
の
で
、
小
学
生
の
成
績
の
高

い
生
徒
は
、
大
手
の
中
学
受
験
塾
へ

集
中
す
る
。

■
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業�

【
千
葉
市
】

　

年
度
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
全
体

に
良
好
で
あ
る
。
た
だ
し
、
会
社
間

の
格
差
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。

■
建
設�

【
県
内
全
域
】

　

当
連
合
会
加
入
組
合
員
の
官
公
庁

か
ら
の
受
注
は
大
幅
な
プ
ラ
ス
で

あ
っ
た
。

■
貨
物
運
送�

【
野
田
市
】

　

３
月
の
年
度
末
の
た
め
期
内
に
納

品
す
べ
き
商
品
や
引
越
し
が
増
加
す

る
た
め
車
両
不
足
が
生
じ
て
い
る
。

そ
の
た
め
少
々
価
格
が
好
転
し
て
い

る
気
が
す
る
。

■
中
古
車
仕
入
・
販
売�

【
県
内
全
域
】

　

直
販
は
横
ば
い
以
上
に
好
転
（
本

格
的
復
調
は
流
動
的
）
し
、
手
ご
た

え
な
ど
に
不
安
感
は
あ
る
が
ム
ー
ド

的
に
は
一
時
期
の
深
刻
な
状
態
か
ら

は
抜
け
出
た
と
見
る
向
き
が
多
い
が
、

ま
だ
ま
だ
波
乱
含
み
の
よ
う
だ
。

■
農
業
機
械
販
売
整
備�

【
県
内
全
域
】

　

農
政
は
、
品
種
横
断
的
経
営
安
定

対
策
の
実
施
に
伴
い
集
落
営
農
へ
の

集
中
化
、
法
人
化
等
に
よ
り
当
業
界

に
と
っ
て
は
、
利
益
率
の
低
下
、
売

り
上
げ
不
振
、
集
中
化
に
よ
る
買
い

控
え
が
発
生
し
、
平
成
18
年
度
の
販

売
実
績
は
全
農
機
商
連
の
調
査
結

果
は
前
年
比
95
・
１
％
で
マ
イ
ナ
ス

４
・
９
％
と
な
っ
た
。
特
に
、
米
作
は

不
作
で
値
下
が
り
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ

で
あ
る
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス�

【
習
志
野
市
】

　

春
の
恒
例
的
な
変
動
（
卒
業
、退
職
、

人
事
異
動
）
に
伴
っ
て
前
月
比
、
一

割
程
度
上
昇
し
た
。

■
小
売
･
サ
ー
ビ
ス�

【
銚
子
市
】

　

非
常
に
悪
い
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
ま
す
ま
す
悪
く
な
っ
て
い
る
。

景　　況■
情
報
連
絡
員
報
告
を
中
心
と
し
た

県
内
の
中
小
企
業
動
向

＆
ト
ピ
ッ
ク
ス
・
3
月



 2007.5

■

15

　

昨
年
度
に
県
内
で
設
立
さ
れ
た
組
合

は
23
組
合
で
し
た
。
そ
の
形
態
別
内
訳

は
協
同
組
合
21
、
企
業
組
合
２
で
１
組

合
あ
た
り
の
組
合
員
数
は
１
０
・
１
名
、

出
資
金
額
は
３
１
４
万
円
、
１
組
合
員

あ
た
り
の
出
資
金
額
は
31
万
円
で
あ
っ

た
。

　

以
下
は
、
そ
の
概
要
（
名
称
、
組
合

員
数
、出
資
金
額
、代
表
者
名
、所
在
地
）

▼
聖
和
建
設
環
境
協
同
組
合
11
名
、

２
５
０
万
円
、
木
村　

仁
（
柏
市
）

▼
千
葉
不
動
産
流
通
協
同
組
合
４
名
、

４
０
０
万
円
、
池
谷
正
幸
（
千
葉
市
）

▼
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
協
同
組
合

４
名
、１
０
０
万
円
、中
込
友
則（
柏
市
）

▼
サ
ン
グ
リ
ー
ン
協
同
組
合
14
名
、

１
１
０
万
円
、
山
崎
隆
治
（
旭
市
）

▼
柏
建
設
業
協
同
組
合
22
名
、

１
１
０
万
円
、
山
田
邦
明
（
柏
市
）

▼
協
同
組
合
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
10
名
、

１
０
０
０
万
円
、上
西
園
英
司
（
旭
市
）

▼
東
関
東
施
設
園
芸
協
同
組
合
14
名
、

１
０
０
万
円
、
和
田
和
弘
（
印
旛
村
）

▼
丸
八
出
荷
事
業
協
同
組
合
４
名
、

１
０
０
万
円
、向
後　

金
治
（
匝
瑳
市
）

▼
催
事
企
画
協
同
組
合
４
名
、

⑹
補
助
限
度
額　
　

10
万
円
以
内
／
台

　
　

※
１
事
業
者
当
た
り
の
補
助
限
度

　
　
　

額
は
３
０
０
万
円
で
す
。

２　

申
請
期
間
・
受
付

⑴
補
助
金
の
申
請
は
、
次
の
受
付
期
間

内
に
実
施
し
ま
す
。

　

平
成
19
年
４
月
５
日
（
木
）
〜

　
　
　

平
成
19
年
９
月
28
日
（
金
）　

問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
環
境
生
活
部
大
気
保
全
課

　

自
動
車
公
害
対
策
室
事
業
推
進
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
３
─
２
２
３
─
３
８
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
３
─
２
２
４
─
０
９
４
９

　

〒
２
６
０
─
８
６
６
７

　
　
　

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１
─
１

　　

県
は
、
商
店
街
と
地
域
と
の
結
び
つ

き
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
商
店
街
活
性
化

の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
を
公
募
し
、
事
業

効
果
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
ア
イ
デ
ア

を
商
店
街
再
生
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
そ

の
実
現
化
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　

こ
の
事
業
は
平
成
15
年
度
〜
平
成
18

年
度
に
実
施
さ
れ
た
「
千
葉
県
商
店
街

地
域
連
携
モ
デ
ル
事
業
」
を
更
に
拡
充

４
０
０
万
円
、
岡
本 

輝
夫
（
柏
市
）

▼
大
網
白
里
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
事
業

協
同
組
合
４
名
、
４
０
０
万
円
、
佐

山　

晋
（
大
網
白
里
町
）

▼
野
田
市
環
境
保
全
協
同
組
合
11
名
、

１
１
０
万
円
、西
村　

久
行
（
野
田
市
）

▼
京
葉
交
通
安
全
施
設
業
協
同
組
合

８
名
、１
６
０
万
円
、長
縄　

弘
一
（
千

葉
市
）

▼
さ
く
ら
協
同
組
合
５
名
、

１
０
０
万
円
、三
橋　

清
之
（
千
葉
市
）

▼
通
信
土
木
技
研
協
同
組
合
５
名
、

５
０
０
万
円
、小
原　

正
美
（
千
葉
市
）

▼
イ
ー
・
ジ
ェ
イ
・
モ
ー
ド
事
業
協
同

組
合
４
名
、
１
０
０
万
円
、
渡
邉　

富

夫
（
市
川
市
）

▼
柏
市
場
総
合
卸
協
同
組
合
50
名
、

２
５
５
万
円
、古
橋　

幸
彦
（
市
川
市
）

▼
企
業
組
合
人
材
サ
ポ
ー
ト
４
名
、

５
０
０
万
円
、
武
重　

治
（
市
川
市
）

▼
東
葛
住
宅
建
設
協
同
組
合
10
名
、

５
０
０
万
円
、
森
田 

實
（
我
孫
子
市
）

▼
県
北
建
設
業
協
同
組
合
15
名
、

１
５
０
万
円
、宇
野
澤
俊
明
（
野
田
市
）

▼
企
業
組
合
七
草
12
名
、
２
８
３
万

円
、
町
山
慶
太
郎
（
船
橋
市
）

▼
千
葉
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
協
同
組

合
４
名
、
１
０
０
万
円
、
露
崎　

忠
吉

（
富
津
市
）

▼
海
外
建
設
資
材
人
材
協
同
組
合
５

名
、５
０
０
万
円
、岩
井
二
郎（
船
橋
市
）

▼
東
葛
運
輸
事
業
協
同
組
合
８
名
、

１
６
０
０
万
円
、鞠
子　

隆
（
松
戸
市
）

１　

補
助
制
度
の
概
要

⑴
補
助
対
象
者 

　

県
内
に
お
い
て
１
年
以
上
引
き
続
き

事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業
者
（
個

人
事
業
者
を
含
む
。）
及
び
公
益
的
法

人⑵
補
助
対
象
車
種（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
バ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
、
特
種
車
）

　

県
内
に
使
用
の
本
拠
地
が
あ
り
、
補

助
対
象
者
が
保
有
す
る
車
両

⑶
補
助
対
象
装
置

　

八
都
県
市
指
定
粒
子
状
物
質
減
少
装

置⑷
補
助
対
象
経
費

　

ア　

粒
子
状
物
質
減
少
装
置
本
体 

　

イ　

付
属
部
品
及
び
取
付
工
賃
（
自

　
　

社
で
装
着
作
業
を
行
う
場
合
は
、

　
　

取
付
工
賃
を
除
く
）

　
　
　

※
た
だ
し
、
消
費
税
を
除
く
。 

⑸
補
助
率　
　
　
　
　
　

 

　

装
置
装
着
に
要
す
る
経
費
の
１
／
４

以
内

し
た
も
の
で
、
商
店
街
が
地
域
で
特

色
や
魅
力
を
持
っ
た
存
在
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
で
活
動
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
と
連
携
・
協
働
し
て
実
施

す
る
事
業
の
ア
イ
デ
ア
を
求
め
て
い

ま
す
。 

応
募
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
の
う

ち
選
考
委
員
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
費
の
う
ち
最
高

２
０
０
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

応
募
期
間　

　

第
１
回　

平
成
19
年
４
月
５
日（
木
）

　
　
　

〜
平
成
19
年
５
月
２
１
日（
月
）

問
い
合
わ
せ

　

商
工
労
働
部
経
営
支
援
課

　

電
話 

０
４
３
─
２
２
３
─
２
８
２
４

中
央
会
職
員
異
動

　

退
職
４
月
末　

　

総　

務　

部　

参
事　

鈴
木
慶
夫

　

連
携
支
援
部　

主
幹　

村
井
精
一

★ 

あ
や
め
祭
り

　
（ 

５
月
30
日
〜
６
月
28
日 

　

 

水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
・
香
取
市 

）

　

水
郷
筑
波
国
定
公
園
の
水
と
緑
を
生

か
し
た
水
郷
佐
原
水
生
植
物
園
で
は
、

約
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
園
内
に
４
０
０
品

種
50
万
本
の
花
菖
蒲
の
美
し
い
紫
色
が

広
が
り
ま
す
。

問
合
せ　

香
取
市
商
工
観
光
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
４
７
８
─
５
０
─
１
２
１
２

　お知らせ
　

平
成
18
年
度
組
合
設
立
指
導
状
況

　

平
成
19
年
度
千
葉
県
粒
子
状

　

物
質
減
少
装
置
装
着
助
成
事
業

　

補
助
金
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

  

「
千
葉
県
み
ん
な
で
つ
く
る
商
店
街

   

モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て
」 

       

〜
商
店
街
再
生
の
モ
デ
ル
を

                     

募
集
し
ま
す
！
〜




